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コロナ禍のモンテッソーリ教育に関する研究
―ポストコロナ時代へ活かす成果と課題―
福原　史子※ 1・蜂谷　里香※ 2・岡本　純子※ 3
Montessori Education in the Confusion of the Covid-19 Pandemic
Fumiko Fukuhara, Rika hachiya and Junko OkamOtO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
キーワード：モンテッソーリ教育実習，幼稚園，コロナ禍
※ 1　本学人間生活学部児童学科
※ 2　本学附属幼稚園，本学非常勤講師
※ 3　本学附属幼稚園
　The purposes of this study are to grasp 1) the alteration of Montessori practice 
teaching and the students’ impressions in the confusion of the Covid-19 pandemic, 
2) the limitations of Montessori education at Seishin kindergarten and the parents’ 
perceptions in this confusion, 3) the achievements and challenges in working toward 
the post-pandemic. Students of Montessori training course are supposed to take 90 
hours of practice teaching classes in the first semester. In this confusion, the class 
starting date was postponed by two weeks and the first six classes (36 hours) were 
given online with Zoom. After that, face-to-face classes with online support were given 
in a hybrid manner. According to a survey of five students in the course, thanks to 
the moving image with Zoom, they could comprehend figures of the materials and 
ways of presentation to children. But at the same time, they felt difficulties in grasping 
the detailed features due to reduced opportunities to touch the real materials. These 
difficulties motivated them to practice with zest after face-to-face classes began. As for 
the kindergarten, which was closed from April 21st to May 24th, almost all the parent 
observation days and the Montessori orientation meetings were cancelled or postponed 
until autumn. According to a survey of 127 parents, more than 95% were interested 
in Montessori education, but it was hard for them to spend time with their children, 
continuously acting with the Montessori philosophy. We are encouraged to utilize the 
knowledge and skills of ICT, which we have acquired in this challenging situation, 
toward the coming of post Covid-19 pandemic.
Keywords :  Montessori Practice Teaching, Kindergarten, Covid-19
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研究の目的
　新型コロナウイルス感染症に関する国の
緊急事態宣言が、2020 年４月 16 日、全国
に拡大されたことを受け、各地域において
学校の全面的な臨時休業措置が取られるこ
ととなった。文部科学省（以下、文科省と
略す）が４月 23 日の時点で実施した調査
においては、約９割の大学等（国公私立大
学及び高等専門学校）で学生を集めて行う
通常の授業等の開始時期を延期し、さら
に、例年通りの時期に行うと回答する大学
であってもほとんどが遠隔授業を実施また
は検討している状況であった 1）。
　その後、５月 25 日に全国で緊急事態宣
言が解除され、６月１日の時点では、99％
以上の大学等が授業を実施し、そのうち６
割が遠隔授業、３割が面接授業と遠隔授業
の併用、１割が対面授業となった 2）。文科
省の「大学における後期等の授業実施方針
等に関する調査結果」によると、２割の大
学が全面対面で実施する方針で、８割が対
面と遠隔授業を併用する方針となってい
る。そのうち、実験・実習・実技など特に
対面による指導が不可欠と判断される授業
については、十分な感染対策の上で対面授
業を行うとする学校が約９割に及んでい
る。文科省は、感染対策を講じた授業の工
夫や学生への配慮の例を示すなどして、対
面による授業実施の検討を含めた学生の学
修機会の確保と、感染症拡大防止の徹底の
両立を求めている 3）
　本学においても、第１期授業開始が４月
30 日に延期され、原則として全ての授業
が遠隔授業で開講されることとなった。６
月 11 日からは出校停止措置が段階的に解
除され、限定された一部の授業において対
面での実施が可能となった。筆者らが担当
する「モンテッソーリ教育実習Ⅱ」は、モ
ンテッソーリ教具の整った本学附属幼稚園
での教具提示の実践練習と、幼児と関わる
実習からなる科目 45 コマ（90 時間）が課
されている。４月から６月にかけての最初
の６回（１回３コマ６時間）は Zoom を使っ
たリアルタイムの遠隔授業を実施し、６月
中旬からは対面授業に切り替えて実施して
きた。また、１期開講科目であったものを、
通年科目へと変更し、幼児と関わる実習部
分については、９月以降に実施することと
した。
　一方、コロナ禍における幼稚園をめぐる
動向としては、文科省の調査によると、４
月 22 日の時点で、国公私立幼稚園の 74％
が臨時休業を実施している 4）。緊急事態宣
言解除後の６月１日の調査においては、全
国の国公私立幼稚園の 98％が再開してお
り、岡山県においては 100％の幼稚園で再
開されている 5）。本学附属幼稚園は、４月
21 日から５月 24 日まで臨時休園となり、
５月 25 日に再開された。
　臨時休業中の園や、教育活動を継続・再
開している園に向けて、文科省は『新型コ
ロナウイルス感染症への対応のための幼稚
園等の取組事例集』を配信し、活用を呼び
かけている。事例集では、1）幼児が家庭
でも遊びを楽しみ、満足感や充足感を味わ
えるような支援、2）一日の生活のリズム
を整え、規則正しい生活を送るための支援、
3）幼稚園が再開した際に円滑に園での生
活になじめるようにする支援、4）食事の
提供や園庭開放を通じた支援、5）子育て
に関する悩み相談やストレス軽減、虐待防
止等、保護者に対する支援、6）休業期間
を生かした保育の質の向上のための取組、
7）その他の取組、が紹介されている 6）。
　本園では、折しも本年４月から異年齢縦
割り保育に切り替え、３歳から５歳児まで
が共に過ごす各保育室でのモンテッソーリ
教育の充実を、図ろうとしていたところで
あった。そのため特に 6）の保育の質向上
を目指し、園が再開された際によりよいモ
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ンテッソーリ教育が行えるよう教員研修に
努めた。家庭に向けては、1）に関連して「ひ
まわりの種」と「葉書」を配布し、親子で
栽培を楽しんだり、家庭での様子を葉書に
書いて送ったりする活動等を促した。
　しかしながら、年度当初に計画していた
モンテッソーリ説明会や、学級懇談会、個
人懇談、参観日等が中止または延期となり、
園での新しい取り組みを伝えたり、保護者
からの質問に答えたりする機会が著しく減
少した。
　そこで、本研究においては、コロナ禍と
いう今まで経験したことのない状況で活動
が限定される中、行ってきた実践を振り返
り、成果と課題を明確にする。また、思い
がけず幼児が長時間を家庭で過ごすように
なったことを受けて、コロナ禍でどのよう
に子どもたちと関わっていたかをモンテッ
ソーリ教育に焦点を当てて調査し、ポスト
コロナ時代の教育の在り方への示唆とした
いと考えた。本研究の目的は、
1コロナ禍に対応したモンテッソーリ教育
実習と履修生の意識
2コロナ禍の附属幼稚園における取り組み
と休園中の保護者の意識
3ポストコロナ時代に活かせる成果と課題
について追究することにある。
研究の方法
コロナ禍に対応したモンテッソーリ教育実
習と履修生の意識
　「モンテッソーリ教育実習Ⅱ」について
2019 年度と 2020 年度の授業計画をもとに、
日程及び実施方法（遠隔授業または対面授
業）について比較し検討した。
　加えて、履修生にアンケートを実施し、
成果と課題を分析することとした。尚、回
答は無記名とし、コード化して個人が特定
されないよう配慮した。
１ ．調査対象　2020 年度モンテッソーリ教
育実習Ⅱの履修生６名を対象に実施した。
２ ．調査期間　2020 年９月 15 日から 19
日（５日間）とした。
３ ．調査方法　Google Form を用いて作成
したアンケートの URL を、LINE のグ
ループに配信し、回答するよう依頼した。
４ ．調査項目　オンラインでの授業に関す
る４項目、及び９月に延期された附属幼
稚園でのモンテッソーリ教育に関する質
問１項目とした（巻末資料１）。
　集まった回答について、選択式回答は集
計するとともに、記述式回答は筆者ら３名
で分類の上、検討した。
コロナ禍での附属幼稚園におけるモンテッ
ソーリ教育の取り組みと保護者の意識
　2019 年度と 2020 年度の行事日程をもと
に、モンテッソーリ教育に関する取り組み
に焦点を当てて比較した。
　さらに、保護者を対象に４月 21 日から
５月 24 日までの臨時休園期間中の家庭に
おける過ごし方や保護者の意識等について
アンケート調査を実施した。回答は無記名
とし、コード化して個人が特定されないよ
う配慮した。
１ ．調査対象　本学附属幼稚園に通う幼児
の保護者 222 家庭を対象とし、１家庭に
つき１回答を求めた。
２ ．調査期間　2020 年９月８日から 12 日
まで（５日間）とした。
３ ．調査方法　Google Form を用いて作
成したアンケートについて、依頼文書
を附属幼稚園に通う幼児の全家庭に配
布し、文書に印刷された QR コードをス
マートフォンやタブレットで読み取って
回答するよう依頼した。
４ ．調査項目　モンテッソーリ教育に関す
る質問 7 項目と、コロナ禍での家庭にお
ける過ごし方に関する４項目、及び幼稚
園のモンテッソーリ教育に関する質問や
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疑問１項目とした（巻末資料２）。
　選択式回答は集計するとともに、記述式
回答は筆者ら３名で分類の上、集計して検
討した。
結果及び考察
コロナ禍に対応したモンテッソーリ教育実
習と履修生の意識
１ ．コロナ禍での「モンテッソーリ教育実
習Ⅱ」の授業（2019 年度と 2020 年度の
比較）
　本学においては、「モンテッソーリ教育
免許（本学独自資格）」を取得できる「モ
ンテッソーリ教育コース」がある。1974
年に開設されたコースで、教具・教材の指
導法に終始するのではなく、幼児一人一人
を人格として大切にし、その心に何を伝え、
どう育んでいくかを教師養成の使命と捉え
て続けてきた 7）。その教育コースの核とな
るのが、「モンテッソーリ教育実習Ⅰ」（以
下「実習Ⅰ」と略す）及び「モンテッソー
リ教育実習Ⅱ」（以下「実習Ⅱ」と略す）
である。本年度４年生の履修生はすでに３
年次２期に実習Ⅰを終え、４年次１期に実
習Ⅱを残すのみとなっていた。ところが、
2020 年度Ⅰ期に予定されていた実習Ⅱは、
新型コロナウイルス感染拡大により４月当
初からの実施が困難となった。
　そこで、1）４月中の授業が休講となっ
たこと、2）５月からの授業再開が遠隔授
業となること、3）教育実習を実施する本
学附属幼稚園が５月下旬（５月 24 日）ま
で休園となること、4）附属幼稚園のみな
らず大学への入構が難しいこと、等の理由
による資格取得への影響を最小限とするた
め、まずは１期科目から通年科目へ変更
し、幼児と関わる実習は９月以降へと移動
した。
　当初の予定より、２週間遅れてオンライ
ンでの授業開始となった。前年 2019 年度
と本年授業を比較したものが表１である。
2020 年度は、まず、遠隔授業の実施に向
けて、本学で活用しているクラウド型教育
支援システムである Manaba Folio の掲示
板機能を利用して、遠隔授業に対応した授
業計画、授業の進め方、参考資料等を配付
した。加えて以前から連絡手段として使っ
ていた LINE で授業直前に Zoom のミー
ティング ID とパスコードを配信した。３
回目の遠隔授業まで同様の流れで実施し
た。
　これまで、幼児役となった学生に向けて
一つ一つのモンテッソーリ教具について
「して見せる」提示をしていた授業が、オ
ンラインでの実施となったために、パソコ
ンの画面を幼児に見立てて提示する形と
なった。時々起こる、通信不良で Zoom か
らの退出を余儀なくされる学生のために、
必ず録画し、後日配信することとした。
　７回目からは、Google Classroom の活
用を始めた。「モンテッソーリ教育実習
Ⅱ」のクラスを立ち上げ、クラスコード
を LINE で配信し、参加を促した。６名全
員の参加が認められた後に、Zoom のミー
ティング ID とパスコードを固定し、定期
的に 13 時〜 18 時までミーティングが開
けるよう Google カレンダーに設定した。
設定したミーティング ID とパスコードは
Google Classroom のストリームで共有す
るとともに、資料を随時アップロードし共
有した。録画画像も同様に Classroom に
アップロードした（図１）。
　一方で、課題となったのが教具を使った
練習である。例年であれば、２コマ（４時
間）の教具提示の後に、１コマ（２時間）
の練習と環境整備の時間をとれるが、オン
ライン授業では同じ流れが組めない。さら
に、６時間の Zoom での授業を続けるのは
無理がある。そこで、前半２コマで教具提
示を行い、最後の１コマは、アルバム制作
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や教具づくりの時間とした。まずは教具の
イメージを持たせるために、紙などを使っ
て手作りできるものは手作りするように促
した。感覚教具の構成三角形やピタゴラス
板等は、画用紙や厚紙で作成して教具のポ
イントをつかむことができていた。しかし
ながら、その他の多くの教具については、
やはり代替を手作りすることは難しく、モ
ンテッソーリ教具に実際に触れなければ提
示方法を習得するのが困難であった。その
ため、本来は教具に触れて提示方法を習得
した後にアルバムを作成する順を逆にし、
表１　モンテッソーリ教育実習Ⅱの日程表（2019 年度と 2020 年度の比較）
2019年度Ⅰ期 2020年度通年
４月 11日　①言語2-1　書くための準備
　　　　　メタルインセット・砂文字・壁文字
　　　　　ひらがな五十音の箱・文字合わせ
　　　　　文字探し・かなくら（移動五十音）
　　　　　ひらがなゴム印
18日　②感覚2-1　視覚教具
　　　　　構成三角形1 〜 5
　　　　　二項式・三項式・ピタゴラス板
25日　③文化2-1　地理
　　　　　海と陸の地球儀・色地球儀
　　　　　世界地図パズル・日本地図パズル
　　　　　地方別日本地図パズル
　　　　　大陸別世界地図パズル
　　　　　地図作り・地理フォルダー・国旗
※休講
※オンラインでの授業再開
30日　①感覚2-1　視覚教具【Zoom】
構成三角形1 〜 5・二項式
※Ｍanaba Folioを使った資料とZoom ID/Password
　の配信（〜第３回まで）
５月 ９日　④言語2-2　書き方の実際
　　　　　ほり文字・なぞり文字カード
　　　　　ホワイトボード
　　　　　ます目に書く・手紙（郵便ごっこ）
16日　⑤言語2-3　特別な書き方と読み方
　　　　　特別な書き方と読み方
　　　　　物と名前（小さいかご）・小さい本
　　　　　絵カードト説明文カード
　　　　　赤いカード・封筒パズル
23日　⑥言語2-4　文法
　　　　　文法・文章の構成と分析
30日　⑦文化2-2　命を大切に
　　　　　生物・歴史の中のキリスト
　　　　　誕生会・コスミック教育
７日　②感覚2-2　視角教具【Zoom】
　　　　　三項式・ピタゴラス板
　　　　言語2-1書くための準備
　　　　　（2019年度①と同様）
14日　③言語2-2　書き方の実際【Zoom】
　　　　　（2019年度④と同様）
※GoogleClassroomを使った資料・ZoomID/PW・
授業録画の配信を開始
21日　④言語2-3　特別な書き方と読み方【Zoom】
　　　　　（2019年度⑤と同様）
28日　⑤文化2-1　地理　【Zoom】
　　　　　（2019年度③と同様）
６月 ６日　⑧理論2-1
　　　　　モンテッソーリ教育の理論と実践
13日　⑨数2-1　十進法１
　　　　　金ビーズ・数字カード
　　　　　金ビーズ四則計算・リボンのわり算
20日　⑩数2-2　十進法２
　　　　　スタンプゲーム四則計算
　　　　　点あそび・文章問題
27日　保育実習期間中のため休講
４日　⑥言語2-4　文法【Zoom】
　　　　　（2019年度⑥と同様）
※対面授業再開【対面とZoomのハイブリッドで実
施】
11日　⑦文化2-2　命を大切に【対面&Zoom】
　　　　　（2019年度⑦と同様）
18日　⑧数2-1　十進法１【対面&Zoom】
　　　　　（2019年度⑨と同様）
25日　⑨数2-2　十進法２【対面&Zoom】
　　　　　（2019年度⑩と同様）
７月 ４日　保育実習期間中のため休講
11日　⑪数2-3　連続数
　　　　　ティーンビーズ・セガン板Ⅰ・Ⅱ
　　　　　100の鎖と1000の鎖・色の鎖
18日　⑫数2-4　基本的な四則計算
　　　　　教具制作発表
24/25日
　　　⑬モンテッソーリ・カミングデー
２日　⑩数2-3　連続数【対面&Zoom】
　　　　　（2019年度⑪と同様）
９日　⑪数2-4　基本的な四則計算【対面】
　　　　　（2019年度⑫と同様）
16日　⑫教具制作発表・教具練習【対面&Zoom】
※教具練習：20・21・22・27・29・８／４・5
※モンテッソーリ・カミングデーは中止
30日　⑬理論2-1
　　　　モンテッソーリ教育の理論と実践　【対面】
８月 １日　口頭試問・講話・反省会 ６日　口頭試問・講話　【対面】
９月
附属幼稚園にて９日間の
モンテッソーリ教育実習
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実際に教具に触れる前にアルバム作成をす
ることとした。Zoom への参加については、
時折 Zoom につながらなかったり、途中で
通信が途切れたりする学生がいた。ブレイ
クアウトルームを使った２人から３人にグ
ループ分けをしたセッションでは、しばら
く会っていなかった仲間とのオンライン上
の出会いに喜び合う姿が観察された。とこ
ろが次に、プリンターがないという学生か
らの訴えで、印刷してアルバムファイルを
作成できる学生と、印刷ができずアルバム
が作れない学生がいることが判明した。そ
こで、データは筆者らが印刷し、対面授業
が始まってから、手渡すこととなった。
　６月 11 日からは対面授業が再開された。
それに向けて２週間前からの検温と健康観
察をし、授業当日も検温を必ずして登校
することとした。感染予防を徹底するた
め、マスク着用を義務付け、教具に触れる
前後に必ず手指消毒を行った。平熱と比べ
て体温が高かったり、少しでも体調不良で
あったりする場合には、無理をせず自宅で
Zoom 授業を受けるよう指導した。県外の
自宅にてオンラインで受講をしていた学生
もいたため、当面は、対面と Zoom のハイ
ブリッドの授業とした（図２）。
　最終日の口頭試問については、2020 年
度も同様に実施することとした。それに向
けて対面授業開始後に学生から「教具練習
日」の申し入れがあったために、７月下旬
から８月上旬の７日間（１日２時間程度）
の練習を附属幼稚園の許可のもと、感染予
防の対策を十分にしながら実施した。口頭
試問は８月６日に実施した。
　一方、附属幼稚園において子どもたちに
教具を提示したり支援をしたりする実習に
ついては、例年４月から７月にかけて、履
修生の希望日を園と相談して９日間行って
いたが、2020 年度は９月以降に実施する
こととした。全ての教具提示及び練習を終
えてからの園での実習となったことが、例
年と異なる点である。モンテッソーリ・カ
ミングデーは、例年７月下旬の二日間にわ
たり、附属幼稚園の卒園児がモンテッソー
リ教具と触れるために幼稚園で過ごす日
で、毎年 120 名近くの卒園児が参加するの
であるが、2020 年度は中止となり、履修
生も参加することができなかった。本園の
教育を受けた卒園児たちが、教具に触れた
り、懐かしい友人と関わったりして楽しむ
姿を目の当たりにできることは、履修生た
ちにとっても本教育の成果が実感できる貴
重な機会である。ポストコロナに向けて、
別の形での開催を検討すべきかと考える。
２ ．履修生を対象としたアンケート調査よ
り
　６名の履修生のうち５名からオンライ
図１　 Google Classroom への資料のアッ
プロード
図２　 対面と Zoom のハイブリッドによ
る授業
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表２　遠隔授業による教具提示について　（自由記述）
よかった点 N=5
１　繰り返し視聴が可能な点　⑷
　　・ 正しい提示を何度も確認することができたこと。教具の配置、提示内容、先生の声掛けまで
確認することが出きる。メモをとることよりも提示を見ることに集中できた。
　　・録画されている事で、あとで見返して練習することができたのでよかったです。
　　・見返して勉強できるところ。コロナを気にせず安心して受けられたところ。
　　・録画配信をしてくださったので、何度も見直すことができた。
２　オンラインでの学生間の意見交換　⑴
　　・ブレイクアウトルームで意見交換ができたこと。
難しかったところや困ったこと N=6
１　見にくさ・教具の実感がつかめない　⑵
　　・ どうしてもカメラの角度が斜めになるので文字が見難かったり、大きさを想像するのが難し
かった。
　　・実際に触らないので、教具の面白さを想像しなければいけないところ。
２　オンラインでの発言のタイミング　⑴
　　・発言をするタイミングが掴み難かった。
３　電波の不安定さ　⑴
　　・時々電波が悪かったり、途切れたりしたこと。
₄　印刷について　⑴
　　・ 資料の印刷を自分でしなければならずカラー印刷ができなかったりレイアウトがおかしく
なったりして困った。
５　特になし　⑴
表３　対面授業（６月から）開始について（自由記述）
よかった点 N=6
１　実際に教具に触れることができる点　⑷
　　・実際に触ることができ。その教具の面白さを実感できたこと。  ・実際に触れたこと。
　　・遠隔で見ていた教具の復習ができたことと、実際に教具に触れることができたこと。
２　友だちとの学び合い　⑵
　　・教具に実際に触れたり、友達と提示しあったりすることで理解が深めやすかった。
　　・子ども役になって提示してもらう体験ができたこと。
難しかったところや困ったこと N=5
１　オンラインとのギャップ　⑵
　　・ 遠隔授業で学んだことに加えて、新たな教具について学ぶので、理解が追いつかない部分が
あった。
　　・ 実際に触っていなかった分、一気に教具と触れ、覚える必要があったため頭がいっぱいいっ
ぱいになった。
２　特になし　⑶
表４　幼稚園での教育実習が 9 月に変更されたことについて（自由記述）
よかった点 N=3
　　・ 子どもの部屋との違いや、異年齢保育の特徴を感じられて、良い経験になっている。久しぶ
りに子どもたちと関われてうれしい。同じ部屋に入るので関係が積み重なるのもうれしい。
　　・ 教室での提示に少し戸惑いながらも、幼児との関わりを楽しんで実習させていただいていま
す。決まった教室に入ることで、それぞれの子どもの理解を深めた上で提示をさせていただ
いています。そのため、子どもの部屋で行っていた実習とはまた違った学びをさせていただ
いています。
　　・縦割りの中での子どもの様子を見て学べて充実しています。残りも頑張りたいです。
難しかったところや困ったこと N=2
　　・ 子どもから見るとボランティアの学生に見えるため、遊びに誘われることが多い。教具以外
の遊びをしている子どもがいる中で集中してお仕事に取り組むことの難しさを感じる。
　　・ 遠隔での勉強でなかなか教具に触れる機会が少なかったので、まだ覚えられていない提示が
あり実習中も難しいと感じる時もありますが、実際に子どもたちに提示しながら自分自身も
練習することができているのでとても勉強になっています。
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ンで回答を得ることができた。回答率は
83％であった。
　まず、「１　Zoom での遠隔授業で、教
具の特徴は分かりましたか」との問いには、
１名が「よく分かった」、３名が「何とな
く分かった」、１名が「あまり分からなかっ
た」と回答した。続いて「２　Zoom での
遠隔授業で、教具の提示方法は分かりまし
たか」の問いに対しては、４名が「何とな
く分かった」、１名が「よく分かった」と
回答した。「３　Zoom での遠隔授業（リ
アルタイムの提示・ブレイクアウトルーム・
録画配信等）で難しかったところや困った
ことはありましたか」及び「４　よかった
ことはありましたか」の自由記述（表２）
にあるように、Zoom で配信される画面で
は提示の「見にくさ・教具の実感がつかめ
ない」といった困難さを感じたことがわか
る。つまり、何となく教具の特徴や提示方
法はわかるものの、細かい文字が読み難く
かったり、大きさがつかみ難かったりする
とともに、実際に触れることができないの
で教具の面白さを実感できなかったことが
窺える。よかった点としては、４名の学生
が録画配信による繰り返し視聴できる点を
挙げていた。このことから、一度の提示だ
けでは修得が難しい教具の提示方法を何度
も見返して力にしようとする姿が伝わる。
　また、Zoom による授業で毎回必ず設定
していたブレイクアウトルームの機能を
使った学生間のスモールグループでの意見
交換について良かったと述べている学生が
１名いた。家での自粛生活が続く中で、友
人とやり取りする時間は有意義であること
が分かる。反面、電波の不安定さや印刷に
ついて困った学生もいることから、この点
表５　担当講師による遠隔授業に対する振り返り（自由記述）
よかった点 N=7
１　繰り返し視聴ができる　⑶
　　・学生は繰り返し動画を見られるので、見過ごしたところが再び見られること。
　　・録画機能があり、学生は見直して復習しやすかったと思う。
　　・学生が録画を何度も視聴するであろうことを前提に、手順の確認を入念にした。
２　双方向のやり取り　⑵
　　・オンラインなので言葉を厳選した。
　　・一方通行ではなく、マイク機能があるので、質問も受けることができた。
３　自主練習の熱心さ　⑵
　　・ 実際に幼稚園での実習が１学期中にできなかった分、口頭試問前の自主練習に意欲的だった。
　　・「見て学び、やって学び、教えて学ぶ」ことが大切だと感じた。
難しかったところや困ったこと（課題） N=8
１　オンライン授業のため反応が分からない・伝えにくさ　⑷
　　・ オンライン授業をしていて学生の反応が見られないので、理解しているかどうかが把握でき
にくい。
　　・ 実際に学生が教具に触っているところを見ることができなかったり授業を聞いている表情が
見えなかったりするので、学生の方の理解度が分かりにくい。
　　・ 教具を画面上でしか見ることができない学生に向けて、大きさ、空間の中の位置などが、伝
えにくい。
　　・ 実際に教具に触れていないので、教具の特徴や感覚的（視覚・触覚）のところが伝わりにくい。
２　オンライン授業の負担感　⑶
　　・学生が録画を何度も視聴することによる、いつもとは異なる緊張感があった。
　　・ Zoom の準備、リアルタイムの提示、録画、編集、アップロード、印刷物の授受等、多大な
時間がかかった。
　　・ 学んだことを基に、教具のねらいや提示方法等についてアルバムを作成を課しているが、プ
リンターのない学生に向けた資料や成果の印刷及び受け渡しが困難であった。
　　　（通年科目へ変更したため課題のアルバム提出期限はⅡ期とした）
３　子どもと関わる実習ができなかったことによる理解不足　⑴
　　・ ４月から７月まで（幼稚園での）実習ができなかったので、実際に子どもに提示できなかっ
たことは、学んだことの理解の深まりがやや不足していたかも知れない。
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は遠隔授業そのものの課題であるといえ
る。
　６月から開始された対面授業について、
「５　困ったことや難しかったこと」「６　
よかったこと」を尋ねた自由記述（表３）
では、「実際に教具に触れることができる
点」を全ての学生が記述しており、対面授
業を望んでいたことが分かる。２名の学生
は「友だちとの学び合い」の良さを記述し
ており、友人と協力しながら何度も教具に
触れる中で、子どもへの提示方法を学んで
いく過程の重要性が窺える。困難点として
は、遠隔授業で何となく分かっていた教具
を実際に手で触れて復習しながら、さらに
新しい教具の提示方法を学んでいくという
情報量の多さに理解が追いつかない様子が
分かる。７日間の自主練習の際、録画配
信された授業の様子を何度もスマートフォ
ンで見返しながら練習したとのことであっ
た。
　「７　附属幼稚園での教育実習が９月か
ら始まりました。実習はいかがですか」の
問いについては、表４に示す通り、「遠隔
での授業でなかなか教具に触れる機会が少
なかったので、まだ覚えられていない提示
があり実習中も難しいと感じる」学生が１
名いるが、彼女も、「実際に子どもたちに
提示しながら自分自身も練習することがで
きる」と前向きに捉え、実習に励んでいる
ことが分かる。他の記述は、よい点も困難
点も、コロナの中での実習についての思い
ではなく、本年度 4 月から始まった「異年
齢保育」について述べてある。「子どもた
ちと関わる」嬉しさや「子どもの様子を見
て学べて充実している」と述べる学生がい
る一方で、モンテッソーリ教具以外の外遊
びなどの活動に誘われる困難点を挙げてい
る学生も見られた。異年齢縦割り保育にお
ける教育実習の在り方についての視点か
ら、別の新たな研究が求められる。
３．考察
　全国的にモンテッソーリ教師養成機関に
おいて、本年度の授業の中止や開始時期の
秋以降への延期が決定される中で、本学が
オンラインでの実施を試みた点に意義があ
ると考える。本科目の履修生は４年生であ
り、コロナの収束が見通せない中、何とし
ても本年度に実施せざるを得ない状況で
あったことにもよる。オンラインでの提示
では教具の特徴や提示方法は「何となく」
しか伝わらないことが分かった。その「何
となく」を使える力にするには、いかに実
際に教具に触れながらの繰り返しが必要か
ということは明らかである。リアルタイム
での配信に加えて、その様子を録画配信す
ることで、学生の繰り返しを支えることも
また明確になった。ポストコロナの教育実
習においても、学生の確実な修得に向けた
繰り返し視聴できる方法は、活かすことが
できるであろう。
　遠隔授業の実施は、受講する学生も難し
さがあるが、指導者にとっても挑戦的な試
みであった。表５の「担当講師による遠隔
授業に対する振り返り」が示すように、学
生自身の認識にもある「繰り返し視聴」す
る点や「双方向のやりとり」「自主練習の
熱心さ」は共通して実感するところであっ
た。例年は、子どもと関わる中で教具の理
解も深まっていたが、今期はそれが不可能
であったために、教具理解については不十
分な点が見られた。９月から、子どもと関
わる実習が始まったので、その中で、さら
に子ども理解、教具理解、モンテッソーリ
教育の理解を深めることが求められよう。
　指導者側の困難点としては、パソコンの
カメラに向かって提示するので、相手の顔
が見えず反応が分からないため、戸惑っ
たり教具の特徴を伝えにくかったりした
ことである。加えて、遠隔授業のために、
Zoom の準備、リアルタイムの教具提示、
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録画、編集、アップロード、印刷物の授受
等にたいへんな時間がかかったことは否め
ない。ICT の技術を習得し、手順に慣れ
ることによって短縮できる時間もあるが、
縮めることのできない実質時間もある。学
生が知識・技能を得て、さらに学ぶ意欲を
もつよう促せる円滑な授業の在り方につい
ては、今後さらなる研究が必要である。
コロナ禍での附属幼稚園におけるモンテッ
ソーリ教育の取り組みと保護者の意識
１ ．附属幼稚園における取り組み（2019
年度と 2020 年度との比較）
　2020 年度から異年齢縦割り保育に移行
した本学附属幼稚園においては、表６に
示す通り、2019 年度は４月６日に入園式、
12 日に在園児の１学期始業式が行われて
いた日程を変更し、４月７日に１学期始業
式、13 日に入園式を行った。前年までは、
入園式を先に行い、新入園児のみが登園し
園生活に慣れることに重点を置いていたと
ころを、まずは在園児が登園し新入園児を
迎える準備をするように変えたのである。
これにより、新入園児は年中・年長児に温
かく迎えられ安心して園生活を始められる
との思いであった。実際に、「今年は泣い
ている年少さんが少ないですね」との報告
があったとのことである（モンテッソーリ
通信『子どものこころ』No.2 より）。コロ
ナの感染対策を十分に取りながら順調に始
まった園生活であったが、「新型コロナウ
イルス感染症緊急事態宣言」の対象区域が、
４月 16 日に全都道府県に拡大されたこと
を受け、４月 21 日からの休園を余儀なく
された。１か月以上にわたる休園を経て、
５月 14 日に対象地域から岡山県が外れた
ことにより５月 25 日から再開された。休
園が続いたことにより、７月 15 日に予定
されていた終業式は、１週間延期されて７
月 22 日となった。
　表６に示す通り、４月に予定されていた
クラス懇談会は中止となり、個人懇談も７
月に延期となった。モンテッソーリ教育に
関しては、例年、新入園児の保護者を対象
に６月に３日間行っていた「モンテッソー
リ教育説明会」が、９月に４日間行われる
こととなった。さらに、５月と６月に予定
されていた参観日も延期となり、新型コロ
ナウイルス感染予防として「密」を避ける
ため９月 14 日・16 日・17 日・18 日・24 日・
25 日の６日に分けて行われることとなっ
た。クラスや学年を分けて、保護者の来園
人数が少人数となるように計画されたので
ある。
　前述の通り、「モンテッソーリ教育実習
Ⅱ」を履修している学生が、例年、４月か
ら７月の間に９日間のモンテッソーリ教育
実習を行うが、2020 年度は、９月以降の
実施となった。
　感染対策としては、保育中は教師も子ど
ももともにマスクを着用し、園の玄関では
検温と手指の消毒をし、スクールバスの乗
車時にも必ず手指の消毒をすることとし
た。また、教具・教材の消毒を徹底した。
　休園中に、幼稚園では、子どもたちに園
からのお便りとともに近況報告用の葉書と
ひまわりの種を同封した。年長児に向けて
は、ひまわりの観察記録用紙も同封した。
園でも家庭でも同じようにひまわりを栽培
した。
　この間、幼稚園の教師は、１）個人研鑽、
２）教具研修、３）教具づくりを通した研
鑽、等を積んで園の再開に備えた。
１ ）個人研鑽　モンテッソーリ教育に関す
る本を各自が読み、学んだことについて
共有を図った。
２ ）教具研修　2020 年度に向けて、何度
も教具研修は繰返してきたが、休園中に
は、未研修の教具の研修をするだけでな
く、今までの復習を併せて実施すること
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で、教具理解を深めた。
３ ）教具づくり　モンテッソーリの教育環
境を整えるために、新しく教材を作った
り、傷ついたものを修繕したりした。表
７にある通り、子どもたちの登園が可能
になったらすぐに使えるよう、物的環境
を整えた。
２ ．本学附属幼稚園保護者へのアンケート
　オンラインで回収されたアンケートのう
ち、２度送信されたと見られる回答を除い
た有効回答数は家庭数 222 のうち 127 あ
り、回答率は 57.2％であった。このうち年
少児の保護者（以下、年少と略す）は 46
人、年中児の保護者（以下、年中と略す）
表６　幼稚園の行事日程（2019 年度と 2020 年度の比較）
2019年度 2020年度
４月 ６日　入園式
12日　１学期始業式
15日　クラス懇談会（年長）
16日　クラス懇談会（年中）
17日　クラス懇談会（年少）
７日　１学期始業式
13日　入園式
［クラス懇談会中止］
［個人懇談延期⇒７月］
21日　休園開始
５月 16日　聖母行列
23日　参観日
［聖母行列延期⇒６月］
［参観日中止］
25日　園再開
６月 ７日　モンテッソーリ教育説明会１
10日　モンテッソーリ教育説明会２
11日　モンテッソーリ教育説明会３
22日　参観日
［モンテソーリ教育説明会延期⇒９月］
［参観日中止］
７月 13日　１学期終業式
24日　モンテッソーリ・カミングデー１
25日　モンテッソーリ・カミングデー２
［１学期終業式延期⇒22日］
16日　個人懇談１
17日　個人懇談２
22日　１学期終業式
［モンテッソーリ・カミングデー中止］
８月 夏　期　休　業
９月 ２日　２学期始業式
８日　母の会バザー
１日　２学期始業式
［母の会バザー中止］
14日　モンテッソーリ教育説明会１
　　　参観日（１日目）
15日　モンテッソーリ教育説明会２
16日　参観日（２日目）
17日　モンテッソーリ教育説明会３
　　　参観日（３日目）
18日　モンテッソーリ教育説明会４
　　　参観日（４日目）
24日　参観日（５日目）
25日　参観日（６日目）
休園
４月21日〜５月24日
表７　臨時休園中に行った環境づくり
・宗教
　祈りの言葉
・教材づくり
　 三つ編み・四つ編み・シールはり用材料・のり貼り用教材・ハサミ切り・穴あけ等の印刷
・手順表や見本
　折り紙の手順・縫い取りの縫い方見本・世界地図・白地図づくり
・用具づくり
　洗濯用アームカバー・机や床拭き用タオル・掃除道具置き作り
・教具づくり
　小さい本・靴磨きセット
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は 46 人、年長児の保護者（以下、年長と
略す）は 35 人であった。年中児と年長児
のいる家庭が１家庭あったので年長として
数えた。
　まず、モンテッソーリ教育に関する基本
的な質問として７項目の質問をした。「2-1
『モンテッソーリ教育』という言葉を知っ
たのはいつですか」の問いには、「幼稚園（ま
たは保育園）を探している時に知った」と
いう回答が最も多く 38.6％であった。次に
「第１子出産後」が 32.3％、「第１子出産前」
が 9.4％おり、８割の保護者が、本園の入
園説明会でモンテッソーリ教育の話を聞く
前に、すでに「モンテッソーリ教育」を知っ
ていたことが分かる。
　続いて、「2-2 モンテッソーリ教育関連
の本を読んだことがありますか」の質問に
は、58.3％の保護者が「読んだことがある」
と回答している。学年ごとでは、年少の
60.9％、年中の 62.8％、年長の 48.6％が関
連本を読んだことがあると回答している。
年長の率が他学年と比べて低いことから、
本園に入園しモンテッソーリ教育説明会を
受けて、本を読むというよりも、それ以前
にすでに半数の保護者がモンテッソーリ関
連の本を読んでいるということになる。
　「2-3 モンテッソーリの五つの領域の中
で、関心の高いものがありますか」との質
問には、日常生活の練習・感覚については
ほぼ 100％、数・言語・文化の領域につい
ては 95％以上が「とても関心がある」ま
たは「関心がある」と回答している。言語
や文化の領域については年少を中心に「よ
く分からない」との回答があり、この領域
については園の説明会で伝えていく必要が
ある。
　次に、臨時休園中の子どもに関する発見
と保護者の意識を、モンテッソーリ教育に
焦点を当てて尋ねた選択式回答２項目と記
述式回答４項目について述べていく。
　「3-1 お子さまと長い時間を一緒に過ご
す中で、お子さまに関する新しい発見があ
りましたか」の問いに関して、図３に示す
通り、年少では 54.3％、年中で 69.6%、年
長で 62.9％が新しい発見があったと回答し
ている。続いて、新しい発見があった方に
向けて「3-2 どのような発見があったか具
体的におしえてください」の問いで記述式
の回答を求めたところ、表８に示す通り
81 件の回答が寄せられた。各記述を執筆
者３名で分類したところ、「１ できるよう
になったこと（25 件）」、「２ 成長した子
どもの姿（19 件）」「３ 兄弟姉妹との関わ
り方の変化（11 件）」「４ 家事（料理・洗濯）
手伝う姿（10 件）」「５ 幼稚園でしている
ことを家でもしようとする姿（５件）」「６ 
親の接し方で子どもが変化すること・子ど
もの特性（８件）」「７ その他（１件）」の
項目に分けることができた。さらに、「１ 
できるようになったこと」は、「ａ 『日常
生活の練習』に関連した活動（６件）」「ｂ 
塗り絵や絵を描くこと（５件）」「ｃ 言語・
文化に関すること（７件）」「ｄ 全体的に
できるようになったこと（５件）」に細分
化した。「洗濯物が丁寧にたためる」「料理
の手伝いや工作、刺繍などする機会が増え、
手先が器用になっている」等、日常の生活
を通してできるようになったことに感動し
ている様子や、「美しい語彙が豊かになっ
た」や「自分の意見を自信をもって言える」
等、言語・文化に関する発見が多く見られ
た。これらの発見は年中の保護者に多かっ
た。一年間の園生活を通して子どもが身に
付けていたことを、コロナの長い休みを一
緒に過ごす中で、「発見」として捉えてい
るのではないだろうか。
　「２　成長した子どもの姿」としては「ａ　
考える・工夫する姿（６件）」「ｂ　集中する・
夢中になる姿（６件）」「ｃ　やり遂げる姿
（４件）」「ｄ　挑戦する姿（３件）」が挙げ
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図３　新しい発見がありましたか 図４　モンテッソーリ教育を意識して過ごされましたか
表 8　休園中に新しい発見がありましたか（自由記述）
１　できるようになったこと 25※ 7-12-6
a 「日常生活の練習」に関連した活動
・ 洗濯物を丁寧にたためること。（年少）
・ お料理のお手伝いや工作、刺繍などする機会が増え、手先が器用になっているこ
とを改めて気づいて感動した。（年長）
⑹
b 塗り絵や絵を描くこと
・ 想像や見たことがある物の絵を描くだけだったのが、物を置いてそれを見ながら
写生をするようになった。（年中）
・ 塗り絵などをする際、以前は「ここは何色？」等聞いていたのが、お手本を見な
がら自分で考えて塗るようになった。（年長）
⑸
c 言語・文化に関すること
・ 美しい語彙が豊かになった。（年中）　・自分の意見を自信を持って言えるようになっ
ている。（年中）
・ 色々な地名を知る楽しさを感じていること。（年長）
⑺
d 感覚（パズル）・数に関すること
・ パズルを一人で完成させられるようになった。（年少）
・ 数の捉え方で、年齢なりに自分自身で考えているのだと理解の仕方を本人の話か
ら知った時に思った。（年中）
⑵
e 全体的にできるようになったこと
・ 自分でできることが増えていた。（年中）
・ 出来ないと思っていたことが出来るようになっていたこと（じゃんけん、ゲーム
のルール）。（年少）
⑸
２　成長した子どもの姿 19※ 2-14-3
a 考える・工夫する姿
・ 外で遊べなくても、自分たちで家の中で遊べることを考えていたこと。（年中）
・ 思っていた以上に自ら考え観察し、どうやったら出来るのかなど工夫しているこ
とに気がついた。（年中）
⑹
b 集中する・夢中になる姿
・ 一つの物事に対して集中して取り組めるようになった。（年中）
・ 集中し始めるとかなり長い時間物事に取り組めること。（年中）
⑹
c やり遂げる姿
・ 納得いくまでやる姿が、多々見られるようになりました。（年中）
・ 夢中になるととことん最後までやり遂げようとする発見。（年少）
⑷
d 挑戦する姿
・ 今までしなかった折り紙やオセロなど、少し難しいかなと思うようなものに積極
的に取り組んでいました。（年中）
・ 自信がつくと新しいことにどんどん取り組むようになること。（年少）
⑶
N=81
47
３　兄弟姉妹との関わり方の変化 11※ 3-4-4
・ 弟への関わり方が変わった（幼稚園生活が反映された）。（年少）
・ ステイホームの中、姉妹の関係ですが、下の子が未就園の時に比べ、思いやりの心が芽生え
てきたように感じました。姉に対し、「ありがとう」「ごめんね」が自然と言えるようになっ
ていました。（年長）
４　家事（料理・洗濯）を手伝う姿 10※ 2-6-2
・ 布団をしいてくれたり、自分でお風呂を洗うと言い出したり、人のお世話をすることに楽し
みを見出したようでした。（年中）
・ 料理を一緒にしたいと自ら提案してきた。（年長）
５　幼稚園でしていることを家でもしようとする姿 5※ 2-1-2
・ くつひもをリボン結びしようとしてくれたり、姉の髪をみつ編みしてくれたり、幼稚園で教
わったことを実践しているんだなと発見でした。（年少）
・幼稚園でやっている事を、家でも日常的に自ら取り組むようになった。（年中）
６　親の接し方で子どもが変化すること・子どもの特性 8※ 7-0-1
・ ひとこと言いたくなる気持ちを抑えて、そっと見守ってみると、子自身で方法を見つけ、工
夫をしながら取り組む姿に気づくことができた。（年少）
・ 普段、通園時には子どもの自分からしたい、やりたいという希望を毎日園でモンテッソーリ
を通じて満たせていたのが、家庭で過ごす時間がながいことで、ダイレクトに母へ希望を伝
えてくる姿に、新たな一面をみさせてもらい、とても新鮮に感じることができました。（年長）
７　その他 3※ 2-0-1
・環境の変化に敏感であること。（年少）
・失敗することや上手にできないことを人に見られるのがすごく苦手であること。（年少）
※年少 - 年中 - 年長の回答数
表 9　どのような点を意識してお子さまと過ごされましたか（自由記述）
１　子どもへの関わり方を意識 30※ 6-16-8
a よく見る・見守る・待つ
・子どもがやる気になるまで待つよう心掛けた。（年少）
・ 子供のやりたいことを時間がかかっても手を出さず、なるべく自分の力でさせて
みました。（年中）
・ 自分で選んだことを最後までやり通し努力をし、その力を身に付けたことです。
私はただ見守っていただけなのですが、集中力や自立心を養ったようにも思えま
した。（年長）
⒀
b 子どものやりたい思いを尊重する・自主的に行動させる・邪魔しない
・ 子どもが興味を持ったことをそれぞれの年齢に合わせたやり方で、出来る限りさ
せている。（年少）
・ 好きなこと、本人が希望したことはとことんさせてあげる環境づくりをした。（年
中）
・ 好奇心を尊重し、やってみたい事は、できるだけさせました。（年長）
⑿
c 自分でできるように手本を見せる・ゆっくりして見せる
・ゆっくりお手本を見せてからひとりでやらせてみる、を心がけた。（年中）
・ 幼稚園のように環境を整えたり、先生方のような綺麗な提示をしたり、というよ
うな本物のモンテッソーリ教育ではありませんが、本人がしたいことを出来るだ
け自分でできるように小さい用具や立つ場所などを用意する、やり方を見せる、
などを意識してみました。（年中）
⑷
d その他
・丁寧に説明するなど意識しました。（年中）
⑴
２　幼稚園でしていた活動を家庭でも意識してさせた 13※ 2-8-3
N=53
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られている。ここでも年中の回答が多く（14
件）、「外で遊べなくても、自分たちで家の
中で遊べることを考え」たり、「集中し始
めるとかなり長い時間物事に取り組め」た
り、「納得いくまでやる姿」等を発見して
いる。
　いずれの学年でも同様に見られた回答と
して「兄弟姉妹との関わり方（11 件）」が
挙げられる。思いやりのある行動や折り合
いをつけようとしている姿を発見し、幼稚
・１日に何回か指先を使うような手仕事を痛くなるような環境を整えた。（年少）
・好きなお仕事を家でもできるように接していた（三つ編み・四つ編み）。（年中）
・ 幼稚園から持ち帰った地図の作品を家中に貼って話題にしたり、幼稚園でのやりかけの四つ
編みを仕上げたりしてすごした。子どもが廊下を通るたび、タイルの線に沿って歩いていた。
（年長）
３　家事や料理などの手伝いを一緒にするように意識 7※ 4-2-1
・ 生活の中に様々な学び体験の場があるのでできそうなお手伝いをお願いしたり、やりたがる
家事を一緒にやったりしたこと。（年少）
・ 手伝ってもらえそうな家事を提案して、やってもらいました（カレールーを割ること、ピー
マンの種取り等）。（年中）　　・お料理など親子で楽しみました。（年長）
４　片付けや時間を守ることなどを意識 2※ 0-2-0
・遊んだら次の活動の前に片付ける。（年中）
・何をする時間か、何時までやるかを意識する。（年中）
５　その他 1※ 0-1-0
・親の側に余裕がないとついイライラしてしまう事もあったので、反省しています。（年中）
※年少 - 年中 - 年長の回答数
表 10　モンテッソーリ教育に関する疑問や質問（自由記述）
１　家庭における親の接し方について 11※ 3-6-2
・ 子供が熱中している時はとことんやらせる、を時間の制限の中で中断せざるを得ない時、少しの
我慢にも意味があると理解しつつも、罪悪感を感じてしまう。その辺りをどう解釈したら良いの
か知りたいです。（年少）
・ 家庭での環境を整えても、なかなか本人の（年長６歳）気持ちがついてこずお片付けができない
が、どのように声をかければよいか悩んでいます。（年長）
２　家庭におけるモンテッソーリ教具・教材の導入や物的環境 4※ 3-1-0
・ 家で作れる教具（年少）
・ 園で取り組んでいるモンテッソーリ教育を家庭でどのように反映させたらよいのか、詳しく知り
たいです。（園で取り組んでいる同じ内容のお仕事を、その通りに活動できるように家で環境を
整えるのか、それとも違う教具を用意して多岐に興味が湧くようにしたらよいのか？等）（年少）
3　モンテッソーリ教育理論や幼稚園の方針 6※ 2-2-2
・ モンテッソーリ教具やお仕事は数多くあると思いますが、本人が分かればもう少し興味が湧いて
くれるのでは、と思ったりします。そういう教具やお仕事を知ったり触れたり気づく機会は幼稚
園生活の中でどうあるのかな、と思っています。（年中）
・ せっかくモンテッソーリの園にお世話になっていますが、引っ込み思案な性格のためあまり教具
を使えていないことが残念です。使えている子と使わない子で、どのように発達に違いがでるの
か興味があります。（年長）
４　その他 1※ 0-1-0
・ 思春期・反抗期におけるモンテッソーリ流の対応・応用の仕方（小学校高学年の兄がおります関
係で知りたいです。）（年中）
※年少 - 年中 - 年長の回答数
N=22
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園生活の影響を実感している記述が多かっ
た。年少で特徴的だった記述は、「親の接
し方で子どもが変化する」点である。１か
月足らずの園生活の中でも、モンテッソー
リ教育で重視している「見守る・待つ」と
いう関わりを知り、家庭でもそうした関わ
りをした結果、「子どもが自分なりに方法
を見つけ、工夫しながら取り組む姿」に気
付くことができていることが分かる。園が
発するメッセージを受け止めて実践しよう
とする保護者の姿が窺える。
　一方で、「3-3 『モンテッソーリ教育』を
意識してお子さまと過ごされましたか」の
問いに関しては、「強く意識した・意識した」
との回答が年少で 26.1％、年中で 43.5％、
年長では 25.7％で、いずれの学年において
も半数に満たない結果となった（図４）。
このことから、前述のような「待つ・見守
る」関わりを意識している保護者は、少数
であることが窺える。特に年少は「よく分
からない」との回答が 41.3％にのぼり、例
年であれば年度当初に「モンテッソーリ教
育説明会」を開催して、場面を示しながら
丁寧に説明するところが、2020 年度はそ
の機会がなかったため、やむを得ないと考
える。ただ、年長においても、モンテッソー
リ教育を意識した関わりをしたと回答した
割合が３割に満たない点については、検討
しなければならない。
　保護者が意識した点としては、表９に
示す通り、「１　子どもへの関わり方（30
件）」が最も多い。この記述を細分化する
と、「ａ　よく見る・見守る・待つ（13 件）」
「ｂ　子どものやりたい思いを尊重する・
自主的に行動させる・邪魔しない（12 件）」
といった関わり方を意識している。また、
「ｃ　自分でできるように手本を見せる・
ゆっくりして見せる（４件）」ことを意識
して関わっているとの記述も見られた。「２　
幼稚園でしていた活動を家庭でも意識して
できるだけさせるようにした（13 件）」と
の回答からは、臨時休業期間を園と同じよ
うな環境で過ごせるよう努力した跡も窺え
る。これらは、前述の「発見したこと」の
項目と同様に年中の回答に多く見られた。
幼稚園での１年を通してできることや興
味・関心の幅が広がった年中の、年度当初
のやる気を捉えて、保護者が子どもの思い
を叶える環境を作ろうとしたことが分か
る。続いて「３　家事や料理などの手伝い
を一緒にすること（７件）」や「４　片付
けや時間を守ること（２件）」を意識して
過ごしていた。
　一方、表 10 の疑問や質問を見ると、「１　
家庭における親の接し方（11 件）」として、
「時間制限の中で中断せざるを得ない」時
や「家庭での環境を整えても本人の気持ち
がついてこずお片付けができない」時に、
どのような接し方をすればよいか疑問を抱
えていることが分かる。モンテッソーリ教
育の考え方を意識しても、理論通りにはで
きない時にどうすればよいか、実際に家庭
で取り組んでいるからこそ難しさを感じて
いる保護者への助言が必要である。
　「２　家庭におけるモンテッソーリ教具・
教材の導入や物的環境（４件）」に関する
質問のうち、家で作れる教具や、園と同じ
ような教具・教材を家でも準備すべきかと
の質問が年少から３件寄せられた。それに
対して年長や年中からは、モンテッソーリ
の教具があまり使えていない様子を心配す
る記述や、そのような子どもへの配慮、教
具の使用の有無による発達の差についての
質問があった。延期された説明会などで、
丁寧に答えていきたいところである。
３．考察
　アンケート結果において、モンテッソー
リ教育の５領域全ての教育や教具への関
心が 95％以上と高かったのにも関わらず、
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モンテッソーリ教育を意識して過ごした家
庭と、意識しなかった家庭とに分かれてい
ることが顕著であった。モンテッソーリ教
育を意識して生活をしたとの回答が、最も
多い年中でも半数に満たないところから、
モンテッソーリ教育のポイントを保護者が
意識できるように伝えていく機会がいかに
重要であるかが分かる。ただし、臨時休園
中は「預かり保育」も閉鎖されたため、「家
庭における子どもとの関わり方」というよ
りも、子どもの世話を誰がするか、一日一
日をどのように過ごすかに保護者の意識が
向いていたことも要因ではないかと考え
る。そうであるならば、家庭でのモンテッ
ソーリ教育は、時間的な余裕があることが
前提の限定的な教育と理解されていること
が危惧される。身構えてしなければならな
い教育と捉えるのではなく、いつでも、誰
でも、どこでもできるモンテッソーリ教育
であること、子どもの見方や接し方が重要
である点を伝えていく必要がある。
ポストコロナに活かす成果と課題（まとめ）
　これまで本園のモンテッソーリ教育は
「モンテッソーリ子どもの部屋」という特
別な空間で行われていた。しかし、本年度
から日常的にモンテッソーリの見方・考え
方で生活していくことに方針が変わった。
１学期はそうした保護者へのメッセージを
伝える機会が少なかったが、９月には、３
日間にわたるモンテッソーリ教育説明会
と、６日間に分散して実施される参観日
がある。今回の調査では、休園中の家庭生
活であまり意識されていなかったモンテッ
ソーリ教育ではあるが、それでも 53 件の
回答があった子どもへの関わり方や自宅で
の環境の整え方などを身近なモデルとして
示しながら、保護者へ伝えていくことが重
要であろう。特別な努力をしなければでき
ないような難しい理論としてではなく、少
しのコツをつかむことで我が子の伸びる力
を支えるという「子育てが楽しくなるヒン
ト」だと捉えていただきたい。1973 年に
本園でモンテッソーリ教育が導入されて以
来、毎年大切に実施されてきた保護者教育
の重要性は、まさにそこにあろう 8）。コロ
ナ禍でも、ポストコロナの時代でも継続し
ていかなければならない。
　コロナ禍における文科省の実践事例にお
いては、普段の保育内容や、家庭でできる
遊びの内容を動画にまとめ、保護者に対し
て配信する取組（１　幼児が家庭でも遊び
を楽しみ、満足感や充足感を味わえるよう
な支援）や、決まった時間にオンラインで
クラス会を実施する取組（２　一日の生活
リズムを整え、規則正しい生活を送るため
の支援）等が紹介されている 9）。一方、モ
ンテッソーリ教育実習のみならず、大学に
おいては遠隔授業をせざるを得ず、今まで
活用したことのなかったオンライン会議シ
ステムやクラウド上での資料や動画の共
有、大学関係者（学生を含む）に限定され
た授業動画の You Tube への限定公開の
方法や、その他の活用方法等、いろいろ
な技能を身に付けてきた。これらは想像よ
りも簡単にできることが分かり、活用にも
慣れてきたところである。附属幼稚園では
動画の配信等には至っていないが、大学と
協力することにより、個人情報やセキュリ
ティーを守りながら手軽に公開することが
可能となる。「子どもも親も教師も共に育
つ園」を目指して、保護者と園と大学とが
連携する方法の一つとなるのではないか。
モンテッソーリ教具の提示については、提
示方法やポイントを動画にして配信するこ
とも考えられる。動きがよく分かる上、繰
り返し視聴することができる。モンテッ
ソーリ教育実習の履修生に向けても、また、
保護者に向けても役立てることができるで
あろう。ただ、そのためには準備にたいへ
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んな時間がかかる。どこでそうした時間を
つくるのか、技術面と時間の確保とが課題
となる。
　今回、調査に関しては、QR コードや
URL を読み取ってスマートフォンやタブ
レットで回答する方法を導入した。手軽に
回答できるメリットを考えて使用したが、
保護者からの回収率が 57％と、あまり伸
びなかった。その原因が ICT の活用が不
慣れな点にあるのか、それとも答え難い質
問にあったのか、コロナ禍で回答する時間
的な余裕がなかったのか、検証できていな
い。加えて、今回のアンケートは、保護者
の負担をできるだけ軽くするためモンテッ
ソーリ教育に質問を限定し、なるべく答え
やすいものとした。そのため、コロナ禍で
どのように生活し、どんな困難や課題を抱
えていたのか全体像を把握するには至って
いない。「預かり保育」がない中、保護者
は働く時間帯に子どもの世話を誰にしても
らうかで、たいへんなご苦労があったかも
知れない。この点については、調査し検討
する別の機会が必要であろう。多様な角度
から、保護者に寄り添っていきたい。その
ために、忙しいコロナ禍にあっても、コロ
ナ禍だからこそ、モンテッソーリ教育の考
え方が役立つということを、分かりやすく
伝える必要がある。
　異年齢縦割り保育が実現した矢先に、休
園となり年度当初の予定が大幅な変更と
なった。そのために、教職員の間に早く異
年齢縦割り保育を軌道に載せなければとの
焦りはないだろうか。「〜しなければなら
ない」「〜あるべきだ」の考え方で行動す
ると、かえって子どもを型にはめたり、何
かをするよう（できるよう）に強制したり
することになりかねない。子どもの姿をよ
く見て、一人でできるよう信じて見守るこ
とが求められていることを意識し、コロナ
禍だからこそ、ゆったりと落ち着いて行動
したい。
　９月からは感染予防を徹底した上で、行
事ができるようになってきた。今回の調査
をもとに、ポストコロナに向けてモンテッ
ソーリ説明会の内容を充実させるととも
に、そこで得た成果の聴き取りを確実にし、
「モンテッソーリの異年齢縦割り保育」で
子どもの何が育つのかを、しっかりと見極
めていくことが重要だと考える。
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巻末資料１ 「コロナ禍のモンテッソーリ教育」アンケート（モンテッソーリ教育実習履修生用） 
 
「コロナ禍のモンテッソーリ教育に関する研究」の一環で、モンテッソーリ教育実習Ⅱの履修生の皆様
にアンケートのお願いをします。今期は授業評価アンケートを実施しなかったので、皆様からのフィードバ
ックを得ることができておりません。回答は無記名で、個人が特定されないように処理し、本研究のみに使
用します。そして研究の成果は、今後のモンテッソーリ教育及びモンテッソーリ教育実習授業改善に役立
てます。忙しい時期に恐縮ですが、7 問を 5 分程度で回答できると思いますのでご協力ください。 
ノートルダム清心女子大学 福原史子 
   回答方法：考えに最も近いものを選択または記述し、 
         最終ページの送信ボタンをクリックしてください。（1 人 1 回のみ） 
   回答期限：9 月 18 日（金曜日）正午 
 
１ Zoom での遠隔授業で、教具の特徴は分かりましたか。 
  □よく分かった □何となく分かった □あまりよく分からなかった □全く分からなかった 
2 Zoom での遠隔授業で、教具の提示方法は分かりましたか。  
  □よく分かった □何となく分かった □あまりよく分からなかった □全く分からなかった 
３ Zoom での遠隔授業（リアルタイムの提示・ブレイクアウトルーム・録画配信等）で難しかった 
ところや困ったことはありましたか。  
（自由記述） 
４ Zoom での遠隔授業（リアルタイムの提示・ブレイクアウトルーム・録画配信等）でよかった 
ことはありましたか。  
（自由記述）  
５ ６月からは対面授業が始まりましたが、困ったことや難しかったことはありましたか。 
      （自由記述） 
６ ６月からは対面授業が始まりましたが、よかったことはありましたか。 
      （自由記述） 
７ 附属幼稚園での教育実習が 9 月から始まりました。実習はいかがですか。自由にお書きください。 
      （自由記述） 
アンケートは以上です。送信してください。ご協力ありがとうございました。  
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巻末資料２ 「コロナ禍のモンテッソーリ教育」アンケート（保護者用） 
 
新型コロナウイルス感染の収束が見通せない中，ご家庭では，お子さまと過ごす時間が多くなったこと
と思います。そこで，「コロナ禍のモンテッソーリ教育に関する研究」の一環として，保護者の皆さまの「モ
ンテッソーリ教育」に関する意識とご家庭での様子についてアンケートをさせていただきたくお願いいたし
ます。回答は個人が特定されないように処理し，本研究のみに使用いたします。また，本研究の成果は本
園の教育の充実に役立てていただきたいと思っております。お忙しい中、ご面倒をおかけいたしますが，
1 家庭につき 1 回答のご協力を何卒よろしくお願いいたします。  
                  ノートルダム清心女子大学 福原史子 
回答方法：お考えに最も近いものを選択（または記述）の上、最終ページの送信ボタンを 
クリックしてください。※1 家庭につき 1 回答をお願いいたします 
     回答期限：2020 年 9 月 12 日（土）午後 11 時 59 分 
     問い合わせ先：ノートルダム清心女子大学児童学科 福原史子 
 
１ お子さまの学年をおしえてください。（兄弟姉妹のおられる方は複数選択をしてください） 
  □未就園 □年少 □年中 □年長 □小学生以上 
2-1 「モンテソーリ教育」という言葉を知ったのはいつですか。（最も近いものを選んでください） 
  □ご自身がモンテッソーリ教育を受けて育った □学生時代に知った 
  □お子さま（第１子）の出産前に知った      □お子さま（第１子）の出産後に知った 
  □幼稚園（または保育園）を探している時に知った  
  □本園の入園説明会で知った           □本園への入園後に知った 
2-2 モンテッソーリ教育関連の本を読んだことがありますか。 
  □読んだことがある □読んだことがない □紹介されれば読みたい 
2-3 モンテッソーリの五つの領域の中で、関心の高いものがありますか。 
 (1) 日常生活の練習  
□とても関心がある □関心がある □あまり関心がない □関心がない □よく分からない 
 (2) 感覚教育・感覚教具 
 □とても関心がある □関心がある □あまり関心がない □関心がない □よく分からない 
(3) 数教育・数教具 
 □とても関心がある □関心がある □あまり関心がない □関心がない □よく分からない 
(4) 言語教育・言語教具 
 □とても関心がある □関心がある □あまり関心がない □関心がない □よく分からない 
(5) 文化教育・文化教具 
 □とても関心がある □関心がある □あまり関心がない □関心がない □よく分からない 
3-1 お子さまと長い時間を一緒に過ごす中で、お子さまに関する新しい発見がありましたか 
 □新しい発見があった □特に見つからなかった 
「新しい発見があった」とご回答くださった方、どのような発見があったか具体的におしえてください。 
   （自由記述） 
3-2 「モンテッソーリ教育」を意識してお子さまと過ごされましたか。 
  □強く意識して過ごした □意識して過ごした □あまり意識しなかった □意識しなかった 
□よくわからない（「モンテッソーリ教育説明会を受けておられない方は、こちらを選択してください」 
「強く意識して過ごした」または「意識して過ごした」とご回答くださった方、どのような点を意識してお子さ
まと過ごされましたか。  （自由記述） 
3-3 モンテッソーリ教育に関する疑問や質問、もっと知りたいことなどがありましたら、お知らせください。 
 （自由記述） 
アンケートは以上です。お忙しい中、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。  
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